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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 平成２９年度第３回武蔵村山市市民協働推進会議 

開 催 日 時 平成２９年９月７日（木）午後６時３０分 ～ ８時 

開 催 場 所 中部地区会館４０１大集会室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：渡辺龍也、藤崎由美子、比留間多一、髙橋誠、一色健次 

    金澤知子、清野智美、瀬口圭志、高尾典之、比留間毅浩 

（事務局）協働推進課長、協働推進課主査、協働推進課主事 

委員の委嘱等 

１ 委嘱書の交付 

２ 市長挨拶 

３ 委員の紹介 

報 告 事 項 

武蔵村山市協働事業提案制度及び市民協働推進会議の所掌事項等について 

１ 武蔵村山市協働事業提案制度について 

２ 武蔵村山市市民協働推進会議について 

３ 平成２９年度市民協働推進会議の開催予定 

議 題 

議題１ 座長及び副座長の選任について 

議題２ 会議の公開に関する運営要領の制定について 

議題３ 平成２９年度実施事業中間報告会について 

議題４ 協働事業提案制度の提案事業の審査要領について 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

議題１ 座長及び副座長の選任について 

    座長は渡辺委員、副座長は瀬口委員とする。 

 

議題２ 会議の公開に関する運営要領の制定について 

事務局案を承認する。 

 

議題３ 平成２９年度実施事業中間報告会について 

    市民協働推進会議として中間報告会を実施するのではなく、団体同

士が情報交換する場を設ける。委員は自由参加とする。 

 

議題４ 協働事業提案制度の提案事業の審査要領について 

    事務局案を承認する。 

 

その他 次回以降の会議の開催日程 

第４回会議は１０月２４日（火）、第５回会議は１０月２６日

（木）に開催する。場所と時間については、いずれもボランティア・

市民活動センター会議室で午後７時から開催する。 

 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

（発信者） 

□印：座 長 

○印：委 員 

●印：事務局 

 

 

議題１ 座長及び副座長の選任について 

 

● 座長、副座長の互選を行う。意見をいただきたい。 

 

-協議- 

 

● 座長に渡辺龍也委員、副座長に瀬口圭志委員との意見が出たが、異議は

ないか。 
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-異議なし- 

 

● 座長は渡辺龍也委員、副座長は瀬口圭志委員とする。 

 

 

議題２ 会議の公開に関する運営要領の制定について 

 

○ 個人情報等も公開するのか。 

● 個人情報や審査に係る協議など、必要に応じて一部非公開にすることも

ある。 

□ 事務局案を承認して良いか。 

 

-異議なし- 

 

□ 会議は原則公開とし、会議内容により必要な場合は一部非公開にすると

して事務局案を承認する。 

 

 

議題３ 平成２９年度実施事業中間報告会について 

 

○ 予定では情報交換が１０分間になっている。１０分間ではなかなか意見

が出ないまま時間が過ぎてしまう可能性もある。もう少し長くしてはどう

か。 

□ 全体を２０時までに延長し、その分を情報交換の時間に充ててはどう

か。 

● そのようにする。 

○ 委員の前で報告をすると団体はどうしても緊張してしまうし、質疑応答

があるとプレゼンテーションや事業報告会と同様の雰囲気になってしま

う。団体同士でざっくばらんに情報交換をするならば、委員は同席しない

方が良いのではないか。 

○ 中間報告会ではなく、「情報交換会」として実施し、団体同士の情報交

換をメインにして、委員との質疑応答は無しにしてはどうか。 

○ 団体からの生の声を聞く機会があるのは委員にとっても良い。 

○ プレゼンテーションや事業報告会の雰囲気に慣れるという意味でも、中

間報告を行った方が良いのではないか。 

○ 団体にとって負担はもちろんあるだろうが、協働事業として採択された

事業には、しっかり進捗状況を報告する責任もあるだろう。 

□ 初めて参画する委員にとっては、どんな事業が実施されているのか知り

たいということもあるだろう。一方で、団体にとって年３回のプレゼンテ

ーションと報告は非常に負担であり、提案団体が減少している一因になっ

ているとも考えられるので、団体の負担は出来る限り軽くしたい。団体同

士が気軽に情報交換する場を設け、委員は自由参加としてはどうか。 

 

-異議なし- 

 

● 団体、協働担当課、ボランティア・市民活動センターと調整し、団体同

士が情報交換する場を設ける。その際に進捗状況についても聞き取りをし

ておく。日時等は委員にもお知らせするので、都合がつく方は御参加いた

だきたい。 

○ 以前、団体と協働担当課の考えにズレが生じていたことがあったので、
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事務局やボランティア・市民活動センターからフォローしていただきた

い。 

 

議題４ 協働事業提案制度の提案事業の審査要領について 

 

○ １０事業以上の提案があった場合は書類審査を行い、その結果で不採択

になる事業もあるのか。 

● そのとおり。 

○ 審査基準はあるが、委員により点数がバラつくこともあるだろう。同じ

項目でも委員により点数が分かれても良いのか。 

● 問題ない。 

□ 事務局案を承認して良いか。 

 

-異議なし- 

 

□ 事務局案を承認する。 

 

 

その他１ 平成２９年度提案事業について 

 

○ ＭＳＰとみっつのわは、協働担当課をこれから考えるのか。 

● 今回は団体育成型事業での提案なので、明確な協働担当課は決まってい

ない。しかし２事業とも協働型事業を見据えており、事業分野からごみ対

策課と協働推進課が協働担当課になる可能性が高いので、少しずつ調整を

始めている。 

 

 

その他２ 次回以降の会議の開催日程 

 

● 第４回会議は１０月２４日（火）、第５回会議は１０月２６日（木）に

開催する。場所と時間については、いずれもボランティア・市民活動セン

ター会議室で午後７時から開催する。 

  また、第４回会議の前に、団体同士の情報交換会を実施する。日時等は

委員にもお知らせする。 

 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

☑公  開                傍聴者：    ０ 人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課     協働推進部  協働推進課 （内線： ２４２ ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


